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ADSLで高速回線を手に入れたのに、ウェブとメールに使っているだけでは
もったいない。ここはひとつ、自宅に自分だけのサーバーを作ってみるのは
どうだろう。誰かが用意してくれたサーバーを使っているだけでは味わえな
い、家電や機器もつながる「未来のインターネット」を、ほんの少し先取りし
てみよう。 text：塩田紳二
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ブロードバンドは自宅サーバーで遊ぼう！
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大流行のブロードバンド、ADSLはたし

かに速いけれど、ただウェブを見ているだ

けではちょっと物足りなく感じている人も

多いのではないだろうか。そんな人にお

すすめなのが、自宅にサーバーを作って、

外出先や旅行先といった自宅以外からア

クセスできる「自宅サーバー」へのチャレ

ンジだ。

とは言っても、ウェブサーバーぐらいで

はそれほどおもしろくない。ウェブは基本

的に自分で作った情報を他人に見せるも

の。これでは、自分のブロードバンドを他

人のために使うようなものだ。ADSLはそ

の名のとおり、速度は非対称だけれど、上

り、つまりインターネット側への通信速度も

それなりに速い。このスピードを使って、

何か自分のためになる自宅サーバーを作

れないだろうか？

最近では、ホテルでも高速インターネッ

トが用意されていたり、無線LANを使っ

たホットスポットなど、外出先でもブロード

バンドが使える場所が増えている。

そこで思いついたのが、デジタル化され

たAVデータを扱う映像サーバーだ。いま

の高性能なパソコンなら、ADSLの上り回

線ぐらいのスピードでも結構いい画質のス

トリーミングが流せる。映像をインターネッ

トで勝手に公開すると、著作権の問題もあ

るだろうから、そこは自分だけが見られる

ようなしくみを用意するとしよう。もちろ

ん、自分が著作権を持つ映像だって楽しめ

るわけで、友達や同僚に子供のビデオを

見せることもおもしろいかもしれない（見

た人が楽しいかどうかは別として）。

第1回は、まずはテレビの中継サーバー

から作ってみよう。家のテレビを外から見

られれば、たとえばアメリカ出張になった

としても、見たいドラマを見逃すこともな

くなる。そして、連載とともにサーバーを

拡張していくつもりだ。最終的には家中の

AV機器や監視カメラなどとも連携できれ

ば、かなりおもしろいことができそうだ。
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・サービスされているもの（ウェブやメール）以外の 
アプリケーションは基本的に使えない 

・高速なバックボーンにつながっている 
・安定した運用が可能 

・回線は広く外部に公開するには遅い 
・セキュリティー面でかなり要注意 

・1台のマシンを自分だけのサーバーとして占有 
・周辺機器をつないだ実験も可能 
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d) この連載で作っていくサーバーの完成予想図。テ

レビからはじまって、ビデオや監視カメラなどもイ
ンターネット経由で見られるようにする予定。

この連載で作る予定の自宅サーバーの構成図

普通のサーバーと自宅サーバーの違い
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それではさっそく、映像サーバーの作り

方からご紹介。といっても、用意するのは

テレビチューナーカードとパソコン、そして

無料で入手できるマイクロソフトの「ウィン

ドウズメディアエンコーダ7.1」 だけで

OKのお手軽なサーバーだ。

テレビチューナーカードは、最近では多

くのメーカー製パソコンにも搭載されてい

るが、単品のパーツとしても1万円前後で

売られている。ただし注意点が1つ。最近

増えてきた、MPEG-2形式で取り込むタイ

プのカードの中には、今回作ろうとしてい

るストリーミングサーバー用には使えない

場合があるのだ。具体的には、MPEG-2へ

のエンコードをハードウェアで行っている

タイプの製品（カノープスのMTV1000な

ど）がそれに相当する。よくわからないと

いう人は、だいたい1万円台の製品を買っ

ておけば大丈夫だ。

さて、カードを用意したら、あとはウィン

ドウズメディアエンコーダをインストールす

るだけで、すぐに映像サーバーができあが

る。ウィンドウズメディアエンコーダはその

名前のとおり映像をウィンドウズメディア形

式に変換するソフトウェアだが、実は簡易

サーバーの機能も持っている。具体的に

は、起動時のウィザードで「ライブイベント

のブロードキャスト配信」を選ぶと（11）、接

続に必要なURLが表示される（22）。あと

は、適当なエンコード形式（250kbpsぐらい

がおすすめ）を選ぶだけで、ストリーミング

サーバーのできあがりだ（33）。

このサーバーにアクセスするには、ウィ

ンドウズメディアプレイヤーのメニューから

「ファイル→URLを開く」を選んで、22で表

示されたURLを入力すればOKだ。ただ

し、自宅がプライベートアドレスのLANだ

と、このURLには自宅内のマシンからしか

アクセスできない。外部にこのサーバーを

公開するには、左のコラムのようにルータ

ーのポートフォワードの設定が必要だ。

www.microsoft.com/japan/
windows/windowsmedia/

NAT機能のあるルーターを使っている

なら、自宅サーバーを外部に公開するには

ポートフォワードの設定が必要だ。具体的に

は、サーバーとなるパソコンのIPアドレスと

ポート番号をルーターに登録しておき、外部

からのそのポート番号にアクセスがあった

ら、指定したパソコンに転送するという仕組

みだ。たとえば、ウェブサーバーなら80

番ポート、今回利用しているウィンドウ

ズメディアなら8080番ポートが標準的な

ポート番号だ。

ルータータイプのADSLモデムでのポートフォワー
ドの設定例。ほとんどのルーターで、こうした設定
によりサーバーを外部に公開できる

ビデオキャプチャーカード
カノープス
WinDVR PCI NewEdition

www.canopus.co.jp
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これでインターネット経由でテレビが見

られるようになったが、この環境ではテレ

ビのチャンネルは変えられない。テレビチ

ューナーカードでチャンネルを変えるに

は、カードを装着したマシンで専用アプリ

ケーションを起動しなければならない。と

なると、外部からチャンネルを変えるには、

WinVNC のようなリモートコントロ

ールソフトを使うしかないのだ。

また、エンコーダーが動いているときに、

同時に専用アプリケーションを起動すると

エラーになってしまうという問題もある

（11）。打開策として、カノープスの「TBOX」

のようにUSB接続の外部チューナーを使

い、テレビチューナーカードの外部入力に

接続する方法も考えたが、どうにもスマー

トな方法とは言いがたい。

さてどうしようかと思案していたところ

に、テレビをIP経由で中継する「ドコデモ

TV」という製品の発売のニュースが飛び

込んできた 。これは実にこの連載に

ぴったりの製品だ。ドコデモTVの使い方

は簡単で、まずサーバーをインストールし

て、ユーザー名とパスワード、ポート番号

を設定する（22）。あとは専用のクライアン

トソフトを使えば、リモートでチャンネルや

画質（ビットレート）を変更できるというす

ぐれものだ（33）。アクセスにはユーザー

名とパスワードが必要だから、インターネ

ットに公開しても安心だ。ただ、ストリー

ミングのバッファーの関係から、ボタンを押

してからチャンネルが変わるまでには10秒

ぐらいかかってしまうが、このあたりはま

あ許容範囲と言っていいだろう。

www.uk.research.att.com/vnc/

www.dokodemotv.com
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次回予告

このサーバーに学習リモコンをつない

で、ビデオデッキや衛星チューナーなどの

コントロールに挑戦してみる。これでかな

り使える映像総合サーバーになるはずだ。

テレビチューナーユニット
カノープス
TBox

www.canopus.co.jp
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個人向けのADSLサービスなどでサー

バーを公開するとなると、「http://202.235.

xx.xx」といったIPアドレスでしかアクセス

できないが、ダイナミックDNSを使えば「好

きな名前.dyndns.org」といった固定のサー

バー名を使って自分のサーバーを公開でき

る。日本ではまだ数少ないが、海外には右

に挙げた「DynDNS」など、数多くのダイナ

ミックDNSサービスの業者があり、無料で

利用できる。検索エンジンなどで「ダイナミ

ックDNS」で検索すれば、多くの業者と使

い方が見つかるはずだ。

「DynDNS.org」など、多くのダイナミックDNSは無料で
利用できる

www.dyndns.org

ホ ー ム サ ー バ ー 構 築 テ ク ニ ッ ク

ダイナミックDNS
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